
DYCLEでは、布おむつの内側で使用する中敷きを
作っており、それを回収、堆肥化し、良質な土をつくる事
業に取り組んでいる。
中敷きは、土壌分解性があるだけでなく、土壌改良に

役立つ天然素材のみを使用しており、中敷きごと堆肥

原料となる。また、洗濯の手間も
減るため、布おむつを利用する
ハードルや環境負荷も低い。
中敷きは、布おむつカバーや保
存容器、消臭効果のある炭の粉
などとセットで提供し、保育園な
ど身近な回収場所で集められ、
これを原料としてつくられた良質
な土は、近隣環境の土壌改良、
植樹、将来的には有機農業での利用が期待されている。
DYCLEは、原料調達から土の利用まで、循環のすべて

が地域資源で回る「コミュニティ単位の分散型おむつ
サイクル」の実現を目指している。

４．参加者全員の協力でリジェネラティブな社会へ
ドイツ社会には「できるだけ選択肢を増やす」という考
え方が根付いている。特定の組織がツ環
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講演２：自動運転時代の高速車載光ネット
ワーク～国際標準化競争の最前線～

【講師】 名古屋工業大学　未来通信研究センター
 センター長・特任教授　各務 学 氏

【講演要旨】
名古屋工業大学・未来通信研究センターは2021年
1月に開設し、自動車を中心とした広い分野の次世代
高速通信ハードウェア（部品・システム）の高信頼化
研究とその国際標準化、さらにはルールメイキング
人材の輩出に取り組んでいる。
自動運転時代の車載ネットワークは、高速・高信頼
性が要求される。車には多くの電子機器が搭載されて
おり、通信用ハードウェアにも次々と高度な機能が求




